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筑波大学大学院システム情報工学研究科社会システム・マネジメント

専攻は，社会問題（経済，経営，都市・地域等に関わる諸問題）を理工

学的（分析的，数理的，計量的）アプローチによって解明し，政策的お

よび計画的な意味合いを見出すという研究上の共通目標をもつ研究

者・教育者の組織である。それぞれの構成員は，国際的に認められる質

の高い研究成果を上げるように，また良き教育者であるように努めてい

る。 

2009年度の本専攻所属の教員は，教授27名，准教授22名，講師9名，

助教1名の合計59名であった（2010年3月31日現在）。本専攻教員の2009

年度中の研究・教育活動は，以下のように総括できる。 

 

(1) 研究活動と国際交流 

本専攻の研究活動は，2009年度も全分野（社会経済，経営工学，都市

計画）にわたって活発に展開した。論文・著書に関しては，著書数が2008

年度に比べて若干減少したが，最も重視している審査付論文数は，2008

年度の高水準を維持しており、そのうち英語論文数は増加した。専攻発

行のDiscussion Paperは，27篇（2008年度は28篇）であった。競争的研

究資金の積極的導入に努め，外部研究資金を着実に獲得しているが，そ

のうち科学研究費の採択金額は，前年度に比べて若干減少した。受賞は，

９件であった。 

国際交流協定は，専攻として責任を持っているものが，清華大学（中

国），台北大学（台湾），漢陽大学校（韓国），南オーストラリア大学，

南オーストラリア・フリンダース大学，アデレード大学（以上オースト

ラリア），ウィーン経済・経営大学（オーストリア）との協定であり，

中国科学研究院（中国）との協定に参加している。これらの大学・研究

機関とは，若干名ながら研究者および学生の交流・交換が続いている。

外国人研究者の受け入れと教員の海外派遣は極めて多く，国際的な研究

交流が盛んであることを示している。 

 

(2) 教育と人事 

本専攻の教員が関連する教育組織は，システム情報工学研究科博士後

期課程社会システム・マネジメント専攻に加えて，同研究科博士前期課

程の社会システム工学専攻と経営・政策科学専攻，生命環境科学研究科

環境科学専攻，理工学群社会工学類，および社会・国際学群国際総合学

類である。社会システム・マネジメント専攻では，2007年度から開始し



た「社会人のための博士後期課程早期修了プログラム」履修生を受け入

れている。 

本専攻は教員の流動性が高く，それに伴い採用・昇任人事が経常的に

行われてきた。そこでは，審査付学術論文を重視した業績評価を基礎と

して，開かれた透明な人事に努めている。しかし昨今の採用人事の困難

化に伴い，優秀な人材を確保・維持して行くためには，より一層の努力

が必要となっている。 

本専攻の教員は，様々な研究分野・職歴・国籍をもつ。多様な教員間

の活発な交流が，相乗効果により研究成果の向上をもたらすことを期待

する。本専攻の更なる成長のためには，研究・教育意欲を刺激するよう

な環境と開かれた運営体制を整備し，中長期的視野に立ち有能な人材を

確保することが必要である。また専攻業績の定期的な記録と自己評価に

より，専攻教員活動の社会的説明責任を果たさなければならない。昨年

度から内容を一新した本報告書が，そのような課題に対応するための資

料を提供し，構成員及び関係者の意識向上に貢献できれば幸いである。 

 

平成22年9月30日 

 

社会システム・マネジメント専攻長 

橋本昭洋 
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Ⅰ. 概要 
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 Ⅰ-1 沿革                                                            

昭38. 9  研究学園都市を筑波地区に建設することを閣議了解 

昭45. 5  筑波研究学園都市建設法成立 

昭47. 5  筑波新大学(仮設) など42 機関を閣議決定 

昭48. 10  筑波大学設置 

昭50. 4  社会工学系発足 

   社会工学研究科 計量計画学専攻(博士課程) 発足 

昭51. 4  経営・政策科学研究科 経営・政策科学専攻(修士課程) 発足 

昭52. 4  第三学群社会工学類発足 

   環境科学研究科(修士課程) 発足 

昭53. 4  社会工学研究科計量計画学，都市・地域計画学専攻(博士課程) 発足 

昭54. 4  社会工学研究科経営工学専攻(博士課程) 発足 

昭56. 3  社会工学類第一回生卒業 

昭58. 4  第三学群国際関係学類発足 

平1. 4  経営・政策科学研究科経営システム科学専攻(夜間修士課程，大塚地区) 

発足 

平4. 4  国際政治経済学研究科(博士課程) 発足 

平8. 4  経営・政策科学研究科企業科学専攻(夜間博士課程，大塚地区) 発足 

平9. 4  社会工学研究科 計量ファイナンス・マネジメント専攻新設， 

   社会経済システム，システム情報数理，都市・環境システム専攻に改組

再編 

平12. 4  システム情報工学研究科 社会システム工学専攻(博士課程，社会経済

システム，システム情報数理，都市・環境システム分野)， 

   計量ファイナンス・マネジメント専攻(博士課程) 発足 

平13. 4  ビジネス科学研究科 経営システム学科，企業法学， 

   企業科学専攻(夜間・前後区分制博士課程，大塚地区)， 

    システム情報工学研究科 リスク工学専攻(博士課程) 発足 

平16. 3  総合研究棟Ｂ竣工(リスク工学専攻の教員５名が移転) 

平16. 4  筑波大学が国立大学法人に 

  システム情報工学研究科が部局化(人事，予算，施設を所掌) 

     学系は組織評価・企画提言を行なう組織に 

平17. 4  社会システム工学専攻(博士課程) が社会システム工学専攻(前期修士課

程) と社会システム・マネジメント専攻(後期博士課程) に改組 

   経営・政策科学研究科(修士課程研究科) が経営・政策科学専攻(前期修

士課程)に改組 
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Ⅰ-2 組織構成と専攻および関連組織 

 

 

 

関連組織： リスク工学専攻，産学リエゾン共同研究センター 
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Ⅱ. 教員一覧 
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庄司功 時系列解析 ダイナミカルシステムモデルの統計的推論

住田潮 応用確率論
確率過程論
金融工学
マーケティング
インターネットと情報システ
ム性能評価
企業戦略
組織論

集合値関数の構造解析，情報システムの性
能評価，応用確率モデルのビジネス分野へ
の適用

住宅市場の理論的・実証的研究，ゲーム論
的決定のための推論と認識論理，帰納的
ゲーム理論：個人経験と社会観の形成，未
来地球のための社会経済思想

岸本一男 工学基礎(数理工学) デジタル幾何，立地問題と合理的選挙，株
価変動解析，フラクタルの解析

構造工学・地震工学・維持管
理工学

橋梁診断に係わるマネジメント技術に関す
る研究，橋梁点検・診断結果に基づく維持
管理技術に関する研究

大澤義明 社会工学
都市計画
地域科学

都市計画，社会工学，地域科学，都市解
析，立地論，地理解析，社会的選択，オペ
レーションズ・リサーチ，幾何確率

香田正人 データマイニング工学
ニューラル・ネットワーク理
論
複雑系の感度解析と最適化

ニューラル・ネットワークの確率的学習の
研究，データマイニングの情報数理論的研
究，複雑系の感度解析と最適化に関する研
究，顧客対応型(CRM)ビジネスモデルとダイ
レクトマーケティングのプロトタイピング

佐藤弘史

公共交通の成立性，自動車保有と世帯交通
活動，社会資本整備と合意形成

統計科学
確率論
統計数学

離散選択モデル，共分散構造分析，ノンパ
ラメトリック密度関数・回帰関数推定論，
欠損値のある場合の統計的解析，生存時間
解析

金子守 理論経済学
数理論理学
経済学説・経済思想

教授

氏名 専門分野 研究テーマ

大村謙二郎

石田東生

浅野晳

都市交通計画、都市計画
交通環境計画

経済統計学

都市計画 土地利用計画に関する研究

小場瀬令二 都市計画 住区内街路

金澤雄一郎

佐藤亮 ビジネスプロセス工学
経営情報システム
離散事象システム

ビジネスプロセス工学，組織情報システ
ム，離散事象システム
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吉田あつし 計量経済学
医療経済学
都市経済学
教育の経済学

医療の経済分析，医療サービス需要と供給
の統計分析，教育の経済分析，地理情報シ
ステムを用いた地理的経済データの統計分
析

山本芳嗣 数理工学、数理計画 大域的最適化

吉瀬章子 最適化
数理計画
工学基礎
アルゴリズムの開発

錐計画問題に対するアルゴリズムの開発と
応用，相補性問題に対する数値的アルゴリ
ズムの開発，データ解析

藤原良叔 組合せ理論とその応用
符号・暗号理論

周波数ホッピング系列，符号と暗号，
Galois Field Packageの開発，バランス
ド・アレイの構成法

松田紀之 認知科学
感性情報学・ソフトコン
ピューティング
感性情報学

リスク認知，感性的判断の支援と分析

張勇兵 分散処理システム，通信ネッ
トワーク，性能評価

光通信ネットワークにおけるルーティング
無線通信ネットワークにおける資源の割り
当て方式に関する研究

社会システム，システム評価
決定論

社会システム分析，公共部門意思決定，評
価･決定方法論

藤川昌樹 建築史・意匠
都市計画・建築計画
日本史

歴史的市街地の保存，前近代東アジアの居
住環境史，日本近世都市・住宅の空間構成
に関する研究

高木英明 システム工学
計算機科学

待ち行列理論とその応用，多重サービス高
速通信ネットワークの性能評価

谷口守 交通工学・国土計画
土木環境システム
都市計画・建築計画

社会・交通基盤整備に関する研究，都市の
環境に関する研究，都市・地域計画制度に
関する研究，都市計画・交通計画・環境計
画

国際金融論
国際経済学

金融政策と為替レートの物価浸透率，財・
資本市場の国際統合，産業市場構造と相対
価格の関連性

橋本昭洋

中村豊 意思決定論 測定論の基礎，不確実性下の意思決定

土井正幸 交通経済学，港湾と地域の経済学，地域経
済学，ＣＧＥモデル分析，地域経済とイン
フラストラクチュア

藤井英次
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財政学・金融論
理論経済学
応用経済学

家計生産理論による道路の需要予測と政策
評価，不完全競争経済における公共財と公
共サービスの最適供給

吉野邦彦 環境影響評価・環境政策
農業環境工学
環境農学
農業土木学・農村計画学
園芸学・造園学

デジタル画像処理による植物群落草冠の立
体構造のモデル化，生物多様性保全のため
の環境政策に関する研究，土地被覆・土地
利用変化が地域生態系に及ぼす影響に関す
る研究，植物群集の分光反射特性に関する
研究－リモートセンシングを用いた詳細植
生図作成のための基礎的研究，衛星リモー
トセンシングデータを用いた東南アジアに
おける熱帯泥炭湿地林の環境評価，リモー
トセンシングによる湿原の詳細植生図の作
成と景観生態学的分析

吉田雅敏
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高安雄一 経済政策 韓国の経済格差，韓国の構造改革

繁野麻衣子 組合せ最適化，ネットワーク最適化のアル
ゴリズム開発

辻爾志 ファイナンス
金融工学
応用計量経済学

アセット・プライシング, コーポレート・
ファイナンス, 行動ファイナンス, フィナ
ンシャル・リスク・マネジメント

TURNBULLStephe
n John

情報経済システム
ゲーム論
産業経済

オペンソース及び自由ソフトウェアのミク
ロ経済学的分析，コンピュータネットワー
クの経済学的分析

高橋正文

木島陽子 経済政策

斎尾直子 地域施設計画
地域計画
建築計画

大学キャンパスと都市環境との連携計画，
生涯学習活動拠点としての公立小・中学校
の機能複合化，成熟型農村地域社会におけ
るまちづくり計画，ラーバン・デザイン計
画

太田充 地域科学
都市経済学
都市計画

通信技術革新と都市空間構造の自己組織化

岡本直久 交通工学・国土計画
交通計画
観光計画
社会資本投資効果分析

道路パフォーマンス指標の開発，コンテナ
港湾機能配分に関する研究，観光交通の需
要分析

有田智一 応用経済学
都市計画・建築計画

江口匡太 労働経済学
組織の経済学

契約の理論, 人事制度, 雇用の法制

石井健一 コミュニケーション研究
社会学
社会心理学

キャラクターの消費行動，海外における日
本アニメの受容，インターネット、携帯電
話など通信メディアの利用，日本メディア
の海外における普及と消費行動

氏名 専門分野 研究テーマ

准教授

秋山英三 力学系としてのゲームの研究

大久保正勝 異時点間の消費決定に関する実証研究

9



組織行動論
パ-ソナリティ心理学
相互作用心理学

職務満足と生活満足の関係，ワ-ク-ファミ
リ-間相互作用の比較文化的研究，個人-仕
事環境間のダイナミック相互作用

原田信行 経済統計学
応用経済学
経済政策

繆瑩 組合せ論、符号理論、暗号理
論

組合せデザイン理論を用いた情報通信・情
報セキュリティのためのシークエンス構成
問題

渡邉真一郎

永易淳 金融・為替政策の分析，経済・金融危機，
金融資産価格変動の分析と予測，投資家の
行動分析

八森正泰 組合せ論
計算機科学

トポロジー的組合せ論と組合せ論における
トポロジー的手法，組合せ的構造に関する
研究

堤盛人 交通工学・国土計画 不動産投資プロジェクトに内在するリスク
評価のための不動産業に関する国際比較」
日本学術振興会・若手研究(B)（課題番号：
15760389），通所介護のための送迎バスの
巡回スケジュール決定支援システムの実用
化（平成15年度　筑波大学　学内プロジェ
クト研究費），空間回帰分析のパラメータ
推定に関する実証研究，代替燃料車普及の
ための燃料供給スタンド設置戦略モデルの
研究開発，不動産に関わる資格制度に関す
る研究

渡辺俊 都市計画・建築計画
社会システム工学
メディア情報学・データベー
ス

地理情報システムに関する研究，建築CADシ
ステムに関する研究，東アジアの伝統的都
市の再開発手法に関する研究
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藤井さやか 都市計画・建築計画 地区計画等における裁量的判断を要する基
準の運用過程の分析と実効性の評価，住民
組織による居住環境管理の実態と支援方策
に関する研究，良質な土地ストックの維持･
形成に向けた土地利用マネジメント方策に
関する研究，T市中心市街地再整備の方向性
に関する調査研究，居住環境保全と市民社
会に関する国際比較研究

村上暁信

助教

根立俊恵 社会学

渡邊直樹 産業組織論，ゲーム理論 特許ライセンス，企業統合，協力ゲーム理
論

氏名 専門分野 研究テーマ

奥島真一郎 環境経済学、環境政策
経済政策
応用経済学

桑原史郎 理論経済学
経済政策

近藤文代 日次POSデータの価格反応モデル分析

上市秀雄 教育・社会系心理学 犯罪不安に関する認知・感情プロセスのモ
デル化とその応用，慢性ストレスがヒトの
生理心理状態に与える影響とその対処法，
意思決定における後悔の時間的変化と回復
方法，進路意思決定における認知・感情過
程のモデル化，逸脱行動が生起するプロセ
スと矯正方法に関する研究，環境ホルモン
のリスク認知プロセス

岡田幸彦 会計学
商学
経営学

サービス原価企画の理論的・実証的研究，
サービス科学研究教育のための“知の体
系”の創造

有馬澄佳 システム工学 ＱＣＤモデルに基づく装置および生産ライ
ンの設計・運用方法

石川竜一郎 理論経済学 社会構造の認識の形成とその変遷，情報の
社会的価値，家計内在配分に出産が与える
影響

氏名 専門分野 研究テーマ

講師

都市計画・建築計画
地域研究

中東・北アフリカ地域の都市保全松原康介
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Ⅲ. 研究活動 
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香田正人(単著)：Operations Research and Knowledge Modeling in Data Mining (Keynote Address)，
Proceedings of the 2nd International Conference On Computing & Informatics '09，6-10分担

Ⅲ-1  著書

小場瀬令二(共著)：郊外都市開発の歴史から見た農住都市構想と郊外都市論，小場瀬令二、大塚洋
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University，Journal of Statistics and Applications, Vol. 4, No. 2-3, MD Publications Pvt Ltd.，169-
507分担
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Changes in Services Consumption，Handbook of Research on Mobile Marketing Management
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Arrival Rates，Advances in Queueing Theory and Network Applications, Springer，181-194分担
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Kenya, and Uganda，Rural Poverty and Income Dynamics in Asia and Africa, edited by Keijiro
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秋山英三(共著)：``エラー付き指導者ゲームにおける戦略の進化,'' 「地球秩序のシミュレーション分
析」，秋山英三 (吉田和男・井堀利宏・瀬島誠 編)，日本評論社，111-129

石田東生(単著)：ストック活用時代の道路ネットワークの考え方，，高速道路と自動車 Vol.53 No.3，5-
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上市秀雄(共著)：健康リスク・コミュニケーションの手引き（分担執筆），吉川肇子（編），ナカニシヤ出
版，96-115分担

岡本直久(共著)：変貌するアジアの交通・物流，家田仁、山根隆行ほか，技報堂出版，59-69分担
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2009年4月～2009年7月 橋梁診断に係わるマネジメント技術
に関する研究

2009年8月～2010年3月 橋梁点検・診断結果に基づく維持管
理技術に関する研究

2009年7月～2010年3月

2010年1月～2011年8月 雇用のセイフティネットの経済分析：
失業保険制度と雇用保障の関係に
ついて

2009年4月～2011年3月 犯罪発生と経済変動の関連に関す
る国際比較

2009年3月～2009年9月 郵便局株式会社「郵便局ネットワー
ク水準の評価指標の開発に関する
研究」

新産業都市や工業整備特別地域に
おける土地利用整序の再検討に関
する研究

2009年10月～2010年3月 複合データによる道路サービス・パ
フォーマンス情報システムの研究開
発

2009年4月～2010年3月 準天頂衛星および無線メッシュLAN
を利用した被災情報伝送法の開発

2010年3月～2011年2月 新たな換金作物の導入による市場
の発展に関する実証分析

2009年9月～2012年8月 ダマスカス首都圏都市計画・管理能
力向上プロジェクト

2009年4月～2011年3月 地域経済と連携したMBA教育研究
の推進

2009年10月～2011年3月 筑波大学産業技術人材育成支援事
業（経済産業省委託事業）「大学院
生と企業の実務者等が一堂に学ぶ
サービス進化システムを先導する人
材の育成」

研究期間 研究題目担当者
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共同研究一覧表

委託機関

1 大村謙二郎

2 有田智一 日本郵政株
式会社

3 斎尾直子

4 張勇兵

5 吉田あつし

6 藤井さやか

7 藤井さやか

8 岡田幸彦

9 岡田幸彦

10 岡田幸彦

11 谷口　守 三菱総合研
究所

2010年1月～2010年3月 国土利用モニタリングに資するエコ
ロジカルフットプリント指標に関する
研究

担当者 研究期間 研究題目

2009年7月～2010年3月

ポイント連結の会計測定と管理

2009年4月 PSLX準拠OOCMの概念モデルおよ
び実装モデルの研究開発

２１世紀社会を領導する大都市都心
の今後のあり方に関する調査研究

2009年 ２１世紀社会を領導する大都市都心
の今後のあり方に関する調査研究

2009年3月～2010年8月 「大学まち」の比較分析　-都市再生
に向けた大学キャンパスの意義と役
割-

2009年4月～2010年3月 無線ネットワークにおける電波資源
の有効利用に関する研究

2009年6月～2010年3月 「制度・政策とデザインと評価」教育
プログラム

2009年4月～2010年3月 持続可能社会の形成に向けた都市
再生に関する日韓交流セミナー

2009年8月 WOWSプロジェクト

2008年7月～2010年6月 人口減尐・需要縮小時代の都市ス
トック再生方策に関する研究

2009年11月
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受賞一覧表

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9] 松原康介　日本都市計画学会年間優秀論文賞，2009

原田信行　2009年度企業家研究フォーラム賞，企業家研究フォーラム，2009

大澤義明　2009年度日本環境共生学会・ポスター優秀発表賞，日本環境共生学会，石岡の景観を
解析する，2009

大澤義明　2008年度日本都市計画学会学会賞・論文賞，日本都市計画学会，都市空間の解析に関
する一連の研究，2009

岡田幸彦　2009年度産業経理協会出版助成，日本会計研究学会，2009

小場瀬令二　「美しくまちをつくるむらをつくる」コンペ（対象地江東区）で優秀賞受賞，日本建築学会
関東支部，街づくりコンペ，2009

住田潮　The Distinguished Paper Award，International Conference on e-Commerce, e-
Administration e-Society, e-Education and e-Technology，Exploration of e-Marketing Strategies
for Cosmetic Products Based on Word-of-Mouth Information，2010

住田潮　ビジネスモデル部門優秀賞，日本オペレーションズ・リサーチ学会実践的データマイニング
研究会，動画市場“Sagool the Unknown”の創出および運営，2009

小場瀬令二　取手駅西口地区まちづくり企画提案で大賞（最優秀賞），取手市役所，取手駅西口の
開発計画に関するコンペ，2010
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